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す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
ず
四
〇
年
福
田
組
が
ケ
シ

裁
培
に
あ
た
っ
た
が
、
完
全
に
失
敗
し
た
。
そ
こ

で
「
満
州
国
」
お
よ
び
蒙
彊
政
権
で
の
キ
ャ
リ
ア

を
も
つ
及
川
氏
が
そ
の
腕
を
見
込
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
三
省
協
定
に
よ
り
新
た
に
厚
生
公
司
が
作
ら

れ
、
及
川
馬
は
そ
の
一
員
と
し
て
海
南
島
に
お
け

る
ア
ヘ
ン
生
産
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
農
民
の
説

得
工
作
な
ど
に
苦
心
を
重
ね
た
末
、
四
農
場
約
一

　
　
ム
　

五
〇
畝
を
確
保
し
、
四
「
年
一
〇
月
播
種
、
肩
下

な
ど
の
困
難
を
切
り
抜
け
、
四
二
年
二
月
最
初
の

収
穫
を
え
た
。

　
及
川
氏
は
病
気
の
た
め
同
年
四
月
帰
国
し
、
一

〇
年
間
に
わ
た
る
ア
ヘ
ン
政
策
へ
の
従
事
を
終
え

る
が
、
海
南
島
で
日
本
が
ア
ヘ
ン
生
産
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
は
、
今
日
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
「

な
い
新
事
実
で
あ
り
、
及
川
氏
の
証
言
の
な
か
で

も
特
に
注
目
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　
い
ま
一
人
の
丹
羽
郁
也
氏
（
一
九
二
一
年
生
、

神
戸
市
在
住
）
は
、
一
九
四
〇
年
東
洋
海
運
株
式

会
社
に
入
社
、
最
上
川
丸
の
次
席
通
信
士
と
な
っ

た
。
同
年
九
月
本
船
は
神
戸
を
出
港
し
、
イ
ン
ド

の
ゴ
ア
に
向
か
っ
た
が
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
出
た

と
こ
ろ
で
イ
ギ
リ
ス
の
砲
艦
に
停
船
を
命
じ
ら
れ
、

積
荷
・
行
先
な
ど
に
つ
い
て
検
問
さ
れ
た
。
ゴ
ア

で
鉄
鉱
石
を
積
ん
だ
の
ち
、
本
船
は
イ
ラ
ン
の
ブ

シ
ー
ル
で
「
薬
品
」
の
名
目
で
五
〇
〇
箱
（
一
箱

七
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
ア
ヘ
ン
を
積
み
込
み
、
上

海
へ
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
船
は
ス
マ
ト
ラ
島

南
岸
沖
へ
迂
回
し
、
藤
島
と
ジ
ャ
ワ
島
と
の
閥
の

ス
ソ
ダ
海
峡
に
入
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
沿
岸
警
備
艇

の
制
止
を
振
り
切
っ
て
ボ
ル
ネ
オ
島
西
重
職
か
ら

南
シ
ナ
海
へ
出
た
。

　
さ
ら
に
最
上
川
丸
は
低
山
列
島
沖
で
三
井
物
産

の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
あ
る
こ
と
を
示
す
煙
突
と
舷

側
の
マ
ー
ク
を
ペ
ン
キ
で
塗
り
潰
し
た
う
え
、
上

海
に
入
港
し
、
日
本
海
軍
陸
戦
隊
員
の
手
で
「
薬

品
」
を
荷
下
ろ
し
し
た
。

　
丹
羽
氏
の
証
言
は
、
日
独
伊
三
国
同
盟
に
よ
り

日
英
間
の
緊
張
が
強
ま
る
な
か
で
、
国
際
禁
制
品

の
鼻
輪
を
秘
匿
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
苦
心
が

払
わ
れ
た
か
を
生
々
し
く
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
日
本
の
ア
ヘ
ン
政
策
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ラ
ル
双
方
で

の
さ
ら
な
る
発
掘
の
努
力
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。

｝
呆
学
術
会
議
だ
よ
捌

1
翫
1
9

平
成
二
年
一
一
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

◇
日
本
学
術
会
議
第
一
一
〇
回
総
会
報
告

　
日
本
学
術
会
議
第
一
一
〇
回
総
会
（
第
一
四
期

・
畑
弟
六
回
）
は
、
雛
†
成
二
年
目
〇
月
一
七
～
一
九

日
の
三
日
間
開
催
さ
れ
た
。
今
回
総
会
で
採
択
さ

れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ω
貝
本
学
術
会
議
の
運
営
の
細
則
に
関
す
る
内

規
の
一
部
改
正

　
本
件
は
、
①
来
年
春
の
第
一
四
期
最
後
の
総
会

が
五
月
（
通
常
は
四
月
）
開
催
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
「
副
会
長
世
話
担
当
研
究
連
絡
委
員
会
の

運
営
に
関
す
る
総
会
決
定
」
の
適
用
期
間
を
、
一

か
月
間
延
長
す
る
と
と
も
に
、
②
第
一
四
期
限
り

の
措
置
と
し
て
、
地
球
圏
－
生
物
圏
国
際
協
同
研

究
計
画
（
工
G
B
P
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
組
織

と
し
て
、
地
理
学
研
究
連
絡
委
員
会
に
「
亙
G
B

P
専
門
委
員
会
」
を
設
置
す
る
た
め
に
、
関
係
各

部
等
の
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
定
数
に
つ
い
て
必

要
な
処
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
②
創
薬
基
礎
科
学
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
（
勧

告
）
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本
件
は
、
薬
科
学
系
の
三
研
究
連
絡
委
員
会
と

薬
理
学
研
究
連
絡
委
員
会
が
従
来
か
ら
の
検
討
結

果
を
勧
告
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
第
七
部
提
案

と
し
て
、
今
回
総
会
に
付
議
し
た
も
の
で
あ
る

（
こ
の
勧
告
の
詳
細
は
、
別
掲
参
照
）
。
こ
の
勧
告

は
、
同
母
午
後
直
ち
に
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ

れ
、
関
係
省
庁
に
送
付
さ
れ
た
。

　
③
第
六
常
置
委
員
会
報
告
t
外
国
人
研
究
者
・

大
学
院
留
学
生
受
入
れ
に
関
す
る
問
題
点
と
改
善

の
方
策
に
つ
い
て
一

　
本
件
は
、
第
六
常
置
委
員
会
が
、
今
期
の
重
要

課
題
の
一
つ
と
し
て
審
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
を

「
対
外
報
告
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
を
、

外
部
に
発
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
報
告
及
び
提
案
審
議
の
ほ
か
に
、
特

に
、
近
藤
会
長
か
ら
、
前
回
総
会
で
討
議
さ
れ
た

南
ア
フ
ジ
カ
共
和
国
科
学
老
の
我
が
国
入
國
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
外
務
省
と

折
衝
し
た
結
果
、
ビ
ザ
発
給
手
続
き
の
合
理
化
措

魔
が
講
じ
ら
れ
、
国
際
学
術
連
合
会
議
（
工
C
S

U
）
の
理
解
が
得
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
提
案
事
項
採
決
後
行
わ
れ
た
自
由
討
議
で

は
、
大
学
等
高
等
教
育
関
係
予
算
拡
充
問
題
、
遺

伝
子
操
作
に
関
す
る
法
規
制
問
題
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◇
創
薬
基
礎
科
学
研
究
の
推
進
に
つ
い
て
（
勧
告
）

　
（
前
略
）
早
急
に
創
薬
基
礎
科
学
研
究
の
推
進

組
織
を
設
け
、
こ
れ
を
核
と
し
た
強
力
か
つ
広
範

な
研
究
態
勢
の
確
立
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

に
当
た
っ
て
は
、
医
薬
の
創
製
に
お
け
る
倫
理
の

尊
重
を
基
本
理
念
と
し
、
生
体
機
構
及
び
病
態
の

解
析
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
独
創
的
・
画
期
的

医
薬
の
創
製
を
指
向
す
る
分
子
設
計
並
び
に
薬
効

・
安
全
性
評
価
の
基
礎
理
論
の
樹
立
、
さ
ら
薬
効

・
安
全
性
の
測
定
技
術
・
ヒ
ト
の
病
態
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
等
、
各
種
の
新
技
術
の
開
発
研

究
を
特
に
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
、

　
こ
の
研
究
推
進
組
織
の
設
置
に
は
、
関
係
省
庁

が
関
与
す
る
と
共
に
、
地
方
自
治
体
、
大
学
及
び

民
間
の
参
画
を
可
能
と
し
、
ま
た
、
関
連
科
学
各

分
野
の
学
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な

ど
多
次
元
的
な
協
力
と
交
流
に
よ
る
研
究
の
推
進

を
図
る
た
め
、
格
段
の
効
果
的
措
置
を
講
じ
得
る

形
態
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
日
本
学
術
会
議
は
、
創
薬
基
礎
科
学
研
究
の
推

進
を
図
る
た
め
、
上
記
の
趣
旨
に
墓
つ
い
て
必
要

な
施
策
を
速
や
か
に
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
。

編
集
後
記

　
第
七
四
巻
第
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
二
十
世

紀
最
後
の
十
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
中
東

紛
争
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、

け
し
て
明
る
い
二
十
一
世
紀
を
予
測
さ
せ
る
も
の

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
研
究

す
る
も
の
が
い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
今
後
ま
す

ま
す
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
は
そ
う
し
た
世
界
と
の
か
か
わ
り
を
考
え

さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
論
説
三
本
、
研
究
ノ
ー
ト

聖
慮
が
い
ず
れ
も
国
外
の
重
要
な
テ
ー
マ
、
発
見

に
関
す
る
も
の
と
な
り
、
史
林
の
特
質
が
よ
く
表

れ
た
構
成
に
な
り
ま
し
た
。
十
分
に
御
味
読
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
）

恩
愛
竺
転
語
翻
定
価
＝
｝
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
一
．
一
円

　
史
　
日
杯
　
第
七
四
巻
第
一
号
（
通
巻
鑛
三
六
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
綱
所

中墨史
村雲長滋
一塁階振ず

臨1三
舞鰻究
社召気嚢会
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